
生徒が主体的に考える力を育む場へと学校は変化し始めてい
ます。教員の中には、頭髪や服装という自己表現を、いつまで
指導対象にし続けるのかという揺らぎも生まれつつあります。
今、学校のアップデートのために、まず私たち自身の「理想の
学校像」を見つめ直しませんか。

電話 011-231-0816 メール kokyoso@dokokyoso.jp

主催 北海道高等学校教職員組合連合会

学校・職場づくり委員会

2025 学校・職場づくり学習会

学校をアップデートしよう！

講演（10：30-12：30）

井内  聖さん（安平町教育長）
｢子どもたちがどんな社会を作るのか｣を大事にする

地域の公立学校 早来学園」

令和5年に開校した北海道の安平町立早来学園が注目されています。井内教育長が目
指したのは、子どもたちが主体的に学び、地域に根ざした教育の中で自らの可能性を見
出せる学校です。井内氏は、地域住民が教育に関わり、学校が地域の自然や文化に密着
することで、地域全体で子どもを育てる場をつくり、子どもたちの思考力や協働力を育む
ことを目指しています。 この取り組みから、今の高校に何が足りないか、何ができるのかを
考えるきっかけにしましょう。

グループ討議
（1３：30-１５：５0）

テーマ「夢の学校を語り合おう」
今私たちは理想の学校を思い描けているでしょう
か。正月は夢を見る月でもあります。現実をちょっ
と脇において夢の学校を語りましょう。

日程

時間

場所

申込み

202５年1月１０日（金）

10：３0-15：50

高校教職員センター４F大会議室
（札幌市中央区大通西12丁目）

参加費 無料（組合員には規定旅費支給）

右QRコードかメール・
電話にて申込み下さい。
締切 1月8日（水）
定員 60名
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